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コース目

的

・コーラーの役割、およびコールに必

要な基本スキルの認識と理解

・コールの組立てに必要な知識の習得、およ

びコールスキルのステップアップ

・サイトコールに必要な基礎知識の理

解と練習方法の習得

・サイトコールとモジュールによるコー

ル組立ての基礎から応用のテクニック、

及びノウハウの習得

・受講生自身によるスキルの棚卸結果に基づ

く、弱点補強のポイントや強みの活かし方の

発見

・コーラーとしての視野拡大

・ビギナー講習における実技指導ノウハウの

習得、並びにクラブ内組織におけるビギナー

指導体制及び指導計画立案ノウハウの習得

・担当講師のコール技術の研究方法や

管理方法の理解と習得

・担当講師のコールテクニックやスキ

ルなど特化した分野のノウハウの習得

コ

ー

ス

の

ゴ

ー

ル

イ

メ

ー

ジ

・コールをするということはどういう

ことか、を理解する

・コーラーの役割とは何かを理解する

・コーラーの心構えを理解する

・リズムに乗って声が出せる

・駒を動かしてコールが作成できる

・定義を理解したうえで、FASR及びコール

の構成を理解する

・正しい発音、リズムに乗ったタイミングの

合ったコールができる

・ボディーフロー、ハンズワークの良いコー

ルの組立ができる

・ダンサーを止まらせずにコールできる

・モジュールを理解し作成できる

・作成したモジュールを使用して

コールができる

・音声、音源のボリュームを適切に設定、調

整ができる

・自分のキーにあったシンギング曲を選ぶこ

とができる

・メロディラインを正確に歌うことができる

・ダンサーを見ながら、ダンサーを止

めることなくコールできる

・ダンサーを覚えてコールできる

・サイトコールでゲットアウト できる

・モジュールを活用したサイトコールが

できる

・各コール方法*)のメカニズムを理解し

たうえで、TPOに適したコールを組立て

できる

＊) 読むコール、暗記したコール、サイ

トコール、モジュラーコール、イメージ

コール

・コール技術を適切に使い分け、タイミング

良くコールできる

・棚卸に基づく自身の弱点認識ができ、その

克服へのアクションが取れる

・棚卸に基づく自身の強み認識ができる

・クラブにおけるビギナー講習で適切に指導

できる

・他のクラブ員や指導担当者と連携して講

習、指導できる

特に設定しない

コ

ー

ス

選

択

の

目

安

・B/MSを充分に踊り込んでいる

・PLUSを踊れることが望ましい

・A1コースを修了もしくは同等の水準にあ

る

・A2コースを修了もしくは同等の水準

にある

・A3コースを修了し例会でコールの経

験がある、もしくは同等の水準にある

・A4コースを修了し例会でサイトコールの

経験がある、もしくは同等の水準にある

・例会でコールを行い、今後ビギナークラス

を担当する予定や興味がある

・メインストリームの定義を理解し正しく踊

ることができる

・コースの内容・目標を理解し受講す

ることができる

こ

の

コ

ー

ス

で

講

習

す

る

項

目

・コーラーの心構え

・コールの種類、構成

ゲットイン、ゲットアウト、ボディの

理解

・発声と発音

・リズムの取り方

・動作とタームの違い

・よく出るターム

・SD駒の動かし方

・駒を使った一連のコール作成

・FASRとフォーメーション

・シンギングコールの知識、構成、選

曲等

・タイミングの重要性

・機材の取り扱い

・セッティング方法

・音源やマイクの購入方法

・女性コーラーの為の音源

・倫理

・著作権概要（入門編）

・所属クラブへの貢献

・パターセイイング

・モジュラーコーリングの概要

・モジュールの作成

・ゲットインモジュール

・ゼロモジュール（ボディ）

・ゲットアウトモジュール

・コーナーボックスの作り方

・パートナーラインの作り方

・一連のコールの作り方

・マジックモジュール（パートナーライン⇢

コーナーボックス/その逆）の理解

・チキンプラッカー

・FASR（フォーメーション、アレンジメン

ト、シークエンス、リレーションシップ）

・シンギングコール実践

・ボディーフロー

・ハンズワーク

・タイミングの重要性

・状況に応じたシンギング曲の選曲

・ゲットインモジュール

・ゼロモジュール（ボディ）

・ゲットアウトモジュール

・マジックモジュール（パートナーラ

イン→

コーナーボックス/その逆）の理解

・ボディフロー

・ハンズワーク

・タイミングの重要性

・ダンサーを注視したコール

・サイトコールにおけるパターコール

の構成

・サイトコールの手順の理解

・サイトコールの長所と短所

・ミラーの法則の理解

・特殊コマンド

・1カップルサイト

・２カップルサイト

・キーパーソンのカプルとコーナーの

カプルの認識

・ゲットアウト メソッドの理解と実践

・サイトコールによる特定フォーメー

ションの作成

・サイトコールで意図するアレンジメ

ントにする

・２カプルダンス

・シンギングのコリオグラフィーを作る

・状況に応じたシンギング曲の選曲

・ゲットアウトモジュールの活用

・ゼロモジュールの活用

・イクィバレントモジュールの活用

・コンバージョンモジュールの活用

・コーナーラインを作る

・ライトハンドレディラインを作る

・オポジットラインを作る

・複数のチキンプラッカー活用

・FASRを考慮したコールの組み立て

　　様々なフォーメーション

　　様々なアレンジメント

　　様々なシークエンス

　　様々なリレーションシップ

・隊形変化を考慮したコールの組み立て

・ボディフロー

・ハンズワーク

・タイミングの重要性

・タイミングの良いコールの実践・演習

・ゼネラルパター

・パターセイイング

・状況に応じたシンギング曲の選曲

・タイミングの良いコール

・ボディーフロー・ハンズワークの良いコー

ル

・状況に応じたコール

・例会コールとパーティーコールそれぞれの

盛り上げ方

・１チップの中でのコールの組み立て

・スタンダード アプリケーションの理解

・スタンダード アプリケーションによるコー

ル

・初心者を指導する時の心構え

・ビギナークラスのカリキュラム作成法

・体験会のカリキュラム作成法

・初心者に対する分かりやすい教え方

・初心者が楽しめるような工夫

・初心者を指導するために必要な情報の入手

・自所属クラブの指導計画の作成

・例会のワークショップで適切な指導方法

・具体的な動作の教え方

・各種ビギナー講習用テキストの紹介

日連：絵で見るスクエアダンス

CALLERLAB：動作の定義、教え方のヒント

他、各種資料

S協技術委員会作成：ビギナー指導マニュア

ル

・動作とタームの違い

・よく出るターム

・シンギング対応の注意点（選曲とコレオグ

ラフィ）

・担当講師、または何かのテーマ

（モジュールコール、シンギング

等々）

に特化したスペシャルなコース

・ハーモニー

・その講師ならではの何か等

　講師のオリジナリティを学ぶ

・担当講師には、自身のコールテク

ニックの全てを講習いただく

可

能

な

ら

講

習

に

加

え

る

項

目

（

講

師

判

断

）

・音楽の知識

　ドレミ、長/短調、

　4/4拍子等

・Callerlab について

   組織・ドキュメント・情報入手など

・コリオグラフィーのメカニズム

  ４レディースチェイン効果の理解

・適切な声量

・正しい発声法

・聴き取りやすい発音

・カウンターラインを歌う

・他のコーラーにハーモニーを付ける

・メンタルイメージコールの基礎

・キーパーソンをイメージでトレース

・アレマンド ポジションの理解と実践

・イメージコールにおけるモジュール活用

・CRaMS（クラムス）の考えによる

   4ステーションの理解

・サイトコールによるゲットアウトメソッド
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